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「
茶
の
湯
」
の
た
め
の
茶
碗
づ
く
り
を
続
け
る
「
千
家
十
職
」
の

一
つ
、
樂ら
く

家
十
五
代
の
吉き
ち
ざ
え
も
ん

左
衞
門
さ
ん
。
創
始
者
の
長
次
郎
が
天
正

１
７
（
１
５
８
９
）
年
に
亡
く
な
り
、没
後
４
３
０
年
に
な
る
今
年
、

当
主
を
長
男
篤あ
つ
ん
ど人
さ
ん
に
譲
り
、
隠
居
名
の
「
直じ
き
に
ゅ
う入
」
を
名
乗
る

こ
と
に
な
っ
た
。
正
式
に
は
７
月
８
日
付
け
を
も
っ
て
上
京
区
役
所
に
戸
籍
名

変
更
届
け
が
な
さ
れ
た
。
長
年
、
作
陶
に
打
ち
込
ん
で
き
た
直
入
さ
ん
に
、
樂

茶
碗
に
対
す
る
思
い
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　　

父
の
十
四
代
覚か
く
に
ゅ
う入
逝
去
に
伴
い
32
歳
で
十
五
代
を
継
い
だ
直
入
さ
ん
。
一

子
相
伝
の
技
を
継
ぐ
こ
と
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
父
の
急
逝

は
抵
抗
す
る
間
も
与
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
決
心
は
す
で
に
済
ん
で

い
ま
し
た
」。
直
入
さ
ん
は
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
生
ま
れ
、
父
の
作
陶
を

目
の
当
た
り
に
し
て
育
っ
た
。「
い
ず
れ
自
分
が
継
が
な
け
れ
ば
」
と
言
う
運

命
を
背
負
っ
て
小
学
生
の
頃
か
ら
『
葛
藤
』
が
あ
っ
た
。「
陶
芸
の
勉
強
は
一

切
し
な
か
っ
た
。
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
で
も
、
陶
芸
で
は
な
く
彫
刻
を
専

攻
し
た
。
近
づ
く
と
吸
い
寄
せ
ら
れ
自
分
を
な
く
し
て
し
ま
う
気
が
し
て
、『
抵

抗
』
し
て
い
ま
し
た
ね
」。

　
「
大
学
を
出
て
パ
ッ
カ
ー
同
然
に
イ
タ
リ
ア
に
渡
り
、
ロ
ー
マ
の
ア
カ
デ
ミ

ア
美
術
学
校
彫
刻
科
で
学
ん
で
い
る
時
、
現
地
で
茶
道
を
教
え
る
野
尻
命み
ち
こ子
さ

ん
に
出
会
っ
た
。「
裏
千
家
ロ
ー
マ
出
張
所
」
を
統
括
す
る
彼
女
の
教
室
で
は
、

有
名
な
作
曲
家
、
芸
術
家
、
詩
人
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
神
父
な
ど
、
様
々
な
職

業
の
方
が
真
剣
に
茶
の
湯
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
単
に
お
つ
き
あ
い
と
か
日
本
趣
味
と
い
っ
た

軽
い
気
持
ち
で
は
な
く
、
己
の
人
生
へ
の
取
り
組
み

を
通
し
て
、
深
く
茶
の
湯
の
精
神
に
啓
発
さ
れ
て
こ

こ
に
集
ま
っ
て
き
た
の
で
す
。
自
分
自
身
の
人
生
や
信
仰
、
あ
る
い
は
芸
術
的

な
観
点
か
ら
、彼
ら
は
茶
の
湯
を
見
つ
め
、感
動
し
、自
分
の
言
葉
で
熱
く
語
っ

た
。
僕
は
生
き
生
き
と
し
た
彼
ら
の
言
葉
に
魅
了
さ
れ
、
茶
の
湯
の
稽
古
を
初

め
て
ロ
ー
マ
で
始
め
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
で
の
生
活
は
自
分
に
日
本
的
な
る
も
の

を
目
覚
め
さ
せ
、
結
局
ロ
ー
マ
滞
在
２
年
目
の
終
わ
り
頃
、
茶
碗
を
作
る
こ
と

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　
「
僕
が
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の
は
、茶
碗
は
『
用
』
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

単
に
『
用
の
美
』
と
言
わ
れ
る
機
能
美
の
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、『
用
』
と

は
と
て
も
優
し
い
。
生
き
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
優
し
い
。
自
己
表
現
を
人
に

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
一
碗
の
茶
碗
が
、
温
か
い
ね
、
優
し
い
ね
、
勇
気

が
も
ら
え
た
ね
、
と
見
知
ら
ぬ
人
の
心
を
和
ま
せ
ば
そ
れ
だ
け
で
よ
い
。『
用
』

は
人
の
行
為
の
中
に
見
い
だ
せ
る
優
し
さ
で
す
。
そ
の
様
に
思
っ
た
と
き
、
茶

碗
を
作
っ
て
み
よ
う
と
決
心
し
た
」。
27
歳
の
時
、
ロ
ー
マ
か
ら
京
都
に
戻
り
、

樂
茶
碗
の
イ
ロ
ハ
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
樂
家
で
は
教
え
な
い
。
自
分
で
見
て
、
感
じ
て
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
て
、
自
分
の
茶
碗
の
世
界
を
作
っ
て
い
く
。「
父
が
『
一
子
相
伝
で
伝

え
る
と
い
う
こ
と
は
教
え
な
い
こ
と
で
す
』
と
言
い
切
る
の
を
漏
れ
聞
く
と
、

樂 

直
入

樂
焼　

陶
芸
家

　

十
五
代
吉
左
衞
門

上
京
区
油
小
路
通
一
条
下
ル
油
橋
詰
町
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自
分
の
茶
碗
の
世
界
を
し
っ
か
り
作
り
上
げ
な
け
れ
ば
と
覚
悟
し
ま
し
た
」。

◇

　

上
京
区
１
４
０
周
年
を
記
念
し
て
、
４
月
に
北
野
天
満
宮
文
道
会
館
で
開
催

の「
上
京
の
奇
跡 

現
代
の
技
展
」に
出
品
さ
れ
た
黒
樂
茶
碗
の
銘「
浣
花
渓
」と
、

赤
樂
茶
碗
の
銘
「
花
仙
」
の
二
つ
。
艶
や
か
な
漆
黒
と
、
ふ
っ
く
ら
愛
ら
し
い

赤
茶
碗
と
の
対
比
。「
浣
花
渓
」
は
唐
の
詩
人
杜
甫
の
庵
「
浣
花
草
堂
」
の
言

葉
の
響
き
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
銘
命
さ
れ
た
１
９
９
０
年
の
作
。「
花
仙
」
は
本

阿
弥
光
悦
の
「
乙
御
前
」
を
意
識
し
た
１
９
８
３
年
の
作
で
、
十
五
代
襲
名
記

念
初
個
展
に
出
品
さ
れ
た
も
の
。

　

十
五
代
の
こ
の
２
作
だ
け
で
は
な
く
、
長
次
郎
に
始
ま
る
歴
代
の
樂
茶
碗
は

１
９
７
８
年
開
館
の
樂
美
術
館
や
、
２
０
０
７
年
に
滋
賀
県
守
山
市
に
あ
る
佐

川
美
術
館
に
開
設
の
樂
吉
左
衞
門
館
な
ど
で
鑑
賞
出
来
る
。

◇

  

轆ろ
く
ろ轤
を
使
わ
ず
平
ら
な
円
形
状
に
し
た
厚
め
の
土
を
、
両
掌
で
少
し
ず
つ
周

囲
か
ら
「
手
に
す
っ
ぽ
り
と
お
さ
ま
る
よ
う
に
」
立
ち
起
こ
し
て
い
く
。
手
で

感
じ
て
、
目
で
見
て
、
体
が
覚
え
る
「
手
づ
く
ね
」
と
い
わ
れ
る
独
自
の
方
法

で
作
ら
れ
る
樂
茶
碗
。
長
次
郎
の
時
代
に
始
ま
り
、
轆
轤
成
型
で
は
な
い
個
性

が
感
じ
ら
れ
る
。「
樂
家
の
窯
は
４
０
０
年
間
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
。
４
月
と

11
月
に
黒
の
窯
、
６
月
末
く
ら
い
に
赤
の
窯
、
12
月
末
に
も
う
一
度
赤
の
窯
を

焚
く
。
好
き
勝
手
に
窯
が
焚
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
窯
自
体
が
季
節
を
選
び
ま

す
。こ
れ
は
と
い
え
る
作
品
が
一
度
の
窯
で
３
碗
か
５
碗
あ
れ
ば
大
喜
び
で
す
」

「
黒
と
赤
で
は
窯
が
違
い
、
黒
の
時
は
14
〜
15
人
が
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
登

り
窯
の
よ
う
に
１
度
に
い
く
つ
も
焼
く
の
で
は
な
く
、
一
碗
ず
つ
焼
く
の
で
す

が
、
窯
は
生
き
物
で
す
。
一
碗
一
碗
様
子
は
異
な
り
、
焼
き
上
が
り
も
異
な
り

ま
す
。」
真
夜
中
に
火
を
入
れ
て
夕
方
６
時
近
く
ま
で
、
備
長
炭
を
つ
ぎ
足
し
、

ふ
い
ご
を
吹
き
続
け
る
中
で
、灼
熱
の
炎
の
中
か
ら
一
碗
の
茶
碗
が
生
ま
れ
る
。

　

茶
碗
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
の
が
土
。
今
使
っ
て
い
る
土
は
曽ひ
い
じ
い
さ
ん

祖
父
（
十
二

代
弘
入
）
が
見
つ
け
た
も
の
。
明
治
か
ら
百
年
近
く
土
小
屋
に
残
さ
れ
て
い
た

の
を
砕
い
て
練
っ
て
さ
ら
に
寝
か
せ
て
、そ
こ
か
ら
よ
う
や
く
制
作
が
始
ま
る
。

「
私
は
曽
祖
父
が
見
つ
け
た
土
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
私
は
曽ひ
ま
ご孫
の
た
め
に
土

を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

幸
い
聚
楽
第
の
遺
構
か
ら
出
た
土

に
巡
り
合
え
、
縁
あ
っ
て
奈
良
薬

師
寺
様
か
ら
国
宝
東
塔
の
基
壇
の

土
を
戴
い
た
。
黄
色
い
と
て
も
佳

い
土
で
私
や
吉
左
衞
門
が
少
々

使
っ
て
も
大
丈
夫
な
量
で
す
」。

　
「
茶
碗
に
は
そ
の
時
々
の
自
分

の
姿
が
現
れ
て
、
変
化
し
て
い
き

ま
す
。
若
い
時
は
世
の
中
の
常
識

や
制
約
に
刃
向
か
い
挑
戦
も
し
ま

し
た
が
、
歳
と
供
に
自
分
の
激
し

い
主
張
が
少
し
ず
つ
引
き
始
め
モ

ノ
ト
ー
ン
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
充

分
に
戦
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
も
う

い
い
よ
ね
と
…
…
別
な
戦
い
方
が

あ
る
と
思
い
始
め
て
い
ま
す
。
息

子
が
襲
名
し
て
２
年
後
に
襲
名
披

露
の
個
展
を
し
た
ら
、
私
も
隠
居

の
個
展
を
開
い
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」。
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所
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

京
都
府
庁
は
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八

五
）再
び
現
在
地
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
時
か
ら
現
在
ま
で
そ
の
場
所
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
京
都
府
庁
は
最
初
か
ら
現
在

地
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
先
ず
は

現
在
の
二
条
城
近
く
（
神
泉
苑
の
西
）

で
そ
の
歴
史
が
始
ま
り
、
現
在
地
に
移

転
、
今
度
は
二
条
城
内
に
移
転
、
現
在

地
に
ま
た
ま
た
移
転
。
と
、
引
っ
越
し

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

旧
幕
府
の
治
め
て
い
た
機
関
の
場
所
に

絡
ん
で
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
旧
体
制

（
幕
府
）
か
ら
、新
し
い
体
制
（
新
政
府
）

に
政
治
が
移
る
と
い
う
意
識
を
民
に
印

象
付
け
る
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
京
都
府
庁
の
明
治
洋
風
建
築

に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　

明
治
の
世
が
始
ま
り
、
そ
れ
ま
で
京

の
都
の
政
治
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
江

戸
幕
府
の
出
先
機
関
で
あ
る
「
京
都
所

司
代
」
や
東
町
・
西
町
両
奉
行
所
も
そ

の
使
命
を
終
え
、
新
政
府
の
地
方
組
織

で
あ
る
「
京
都
府
」
が
、明
治
元
年
（
一

八
六
八
）
に
現
在
の
神
泉
苑
の
西
側
に

誕
生
し
ま
す
。
そ
し
て
翌
年
の
明
治
二

年
（
一
八
六
九
）
に
は
現
在
の
上
京
の

地
に
一
旦
移
り
ま
す
。
こ
の
地
は
や
は

り
幕
府
の
出
先
機
関
で
あ
っ
た
京
都
守

護
職
上
屋
敷
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
で

す
。
と
こ
ろ
が
京
都
府
中
学
校
が
こ
の

地
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
京
都

府
庁
は
二
条
城
の
中
に
引
っ
越
し
ま

す
。
し
か
し
や
が
て
中
学
校
が
別
の
場

　
京
都
府
庁
　
旧
本
館　

重
要
文
化
財

　

竣
工
：
明
治
三
七
年　
（
一
九
〇
四
）

　

設
計
：
松
室　

重
光

　

現
在
、
京
都
府
庁
に
は
明
治
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、
新
旧
様
々
な
時
代
の

建
造
物
が
存
在
し
ま
す
が
、
そ
の
中
央

で
雄
々
し
く
佇
む
旧

本
館
は
、
存
在
感
を

放
っ
て
い
ま
す
。
ル

ネ
サ
ン
ス
様
式
を
基

調
と
す
る
本
格
的
な

公
共
的
庁
舎
建
築
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

設
計
者
の
松
室
重
光

は
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
、
存
在
感
の
あ

る
建
築
を
表
現
す
べ

く
、
デ
ザ
イ
ン
や
カ

ラ
ー
、
そ
し
て
材
料

を
工
夫
・
工
面
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
明
治
を

代
表
す
る
建
造
物

は
、
庁
舎
建
築
と
し

て
「
最
も
範
と
す
る

に
足
る
存
在
」
と
評

価
さ
れ
、
そ
の
後
の
府
県
庁
舎
建
築
の

手
本
と
な
り
ま
し
た
。
空
撮
写
真
を
見

ま
す
と
、
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
い
ロ
の
字

型
で
、
正
面
玄
関
は
ひ
と
際
高
く
、
重

厚
感
が
あ
り
、
中
庭
は
桜
を
中
心
に
、

庁
舎
の
窓
か
ら
見
る
景
観
は
ま
る
で
一

幅
の
絵
画
の
よ
う
で
す
。

上
京
で
守
ら
れ
て
き
た

　
　

  
明
治
洋
風
建
築 

そ
の
Ⅱ

上
席
特
別
客
員
研
究
員

小
嶋
　
一
郎

京
都
産
業
大
学
　
日
本
文
化
研
究
所

京都府庁　旧本館
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一
）
二
四
人
に
渡
っ
て
使
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
ち
な
み
に
現
在
の
知
事
室
は

新
館
に
移
っ
て
い
ま
す
。
旧
知
事
室
は

旧
本
館
二
階
の
南
東
角
に
位
置
し
、
東

側
の
窓
か
ら
東
山
三
十
六
峰
ほ
ぼ
全
て

を
望
む
絶
好
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す
。
重

厚
な
ド
ア
は
二
か
所
に
有
り
、
一
方
は

知
事
を
は
じ
め
、
府
庁
職
員
が
出
入
り

す
る
扉
、
も
う
一
方
は
知
事
室
を
訪
れ

る
客
人
が
出
入
り
す
る
扉
で
す
。ま
た
、

こ
の
部
屋
に
は
洋
風
の
大
き
な
暖
炉
が

ア
ク
セ
ン
ト
し
て
置
か
れ
、
特
徴
の
あ

る
装
飾
が
室
内
に
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
重
厚
な
廻
り
縁
、
格
天
井
な

ど
、
他
の
部
屋
よ
り
も
装
飾
に
凝
っ
た

造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

正せ
い
ち
ょ
う庁

　

旧
本
館　

正
面
玄
関
２
階

　

そ
の
名
の
と
お
り
、
正
庁
は
儀
礼
の

中
心
施
設
で
あ
り
、
多
く
の
公
式
行
事

や
、
海
外
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
接

遇
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
大

正
天
皇
即
位
の
礼
」(

大
正
四
年)

や

「
昭
和
天
皇
即
位
の
礼
」（
昭
和
三
年
）

の
際
に
は
、
こ
の
正
庁
が
政
府
の
臨
時

正庁

　

旧
知
事
室

　

旧
本
館　

南
東
側
２
階

　

旧
知
事
室
は
、
第
十
代
知
事 

大
森

鍾
一
か
ら
第
三
四
代
知
事 

蜷
川
虎
三

ま
で
の
六
六
年
間
（
明
治
三
八
年(

一

九
〇
五
）
か
ら
昭
和
四
六
年
（
一
九
七

閣
議
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
類
初
の
有
人
宇
宙
飛
行
士
ガ

ガ
ー
リ
ン
は
、
昭
和
三
七
年
に
京
都
府

庁
旧
本
館
を
訪
れ
、
正
庁
か
ら
南
へ
張

り
出
し
た
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
訪
れ
た
日

本
人
達
の
歓
迎
に
手
を
振
り
、
親
愛
の

情
を
示
し
ま
し
た
。
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旧
議
場

　

旧
本
館　

北
側
１
階

　

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
か
ら
昭

和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
ま
で
、
実
際

に
京
都
府
議
会
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。現
在
は
新
し
い
別
棟
が
建
設
さ
れ
、

京
都
府
議
会
は
そ
ち
ら
で
定
例
的
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
議
場
は
、
現
存

す
る
明
治
時
代
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ

り
、
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四)

に
一

階
部
分
の
修
理
が
完
了
、
そ
れ
以
来
一

般
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

議
長
席
の
机
、
理
事
者
席
の
机
及
び
演

台
な
ど
は
明
治
当
初
の
も
の
を
使
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
漆
喰
壁
や
議
員
席
、

赤
絨
毯
等
も
当
時
の
状
況
を
再
現
し
て

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

中
庭

　

旧
本
館　

中
央
１
階
（
地
上
）
部
分

　

中
庭
中
央
に
は
大
き
な
「
枝
垂
桜
」

が
有
り
ま
す
。
昭
和
三
〇
年
代
に
桜
守

と
し
て
知
ら
れ
る
一
六
代
佐
野
藤
右
衛

門
が
先
代
と
と
と
も
に
円
山
公
園
の

「
祇
園
枝
垂
れ
桜
」
の
実
生
木
（
種
か

ら
育
っ
た
木
）
を
植
え
た
も
の
で
「
初

代
枝
垂
れ
桜
」
か
ら
み

て
孫
桜
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
庭
の
南
西

隅
に
あ
る
容か
た
も
り
ざ
く
ら

保
桜
と

呼
ば
れ
る
桜
は
、
大
島

桜
と
山
桜
の
特
徴
を
も

つ
白
く
上
品
な
桜
で
す
。

京
都
守
護
職
上
屋
敷
が
、

幕
末
期
こ
の
府
庁
の
場

所
に
あ
っ
た
の
で
、
京

都
守
護
職
に
任
ぜ
ら
れ

た
会
津
藩
主
・
松
平
容

保
に
因
み
、
十
六
代
佐

野
藤
右
衛
門
に
よ
っ
て

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
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北
野
天
満
宮
北
門
前
の

　「
西
陣
名
技
碑
」

　
“
天
神
さ
ん
”
と
し
て
親
し
ま
れ
る

北
野
天
満
宮
（
京
都
市
上
京
区
）
の
北

門
前
東
側
に
、「
西
陣
名
技
碑
」
と
題

す
る
石
碑
が
あ
る
。

　

こ
の
碑
に
は
、
北
垣
国
道
（
前
京
都

府
知
事
、
当
時
京
都
美
術
協
会
会
頭
）

に
よ
る
撰
文
が
、
巖
本
範
治
の
揮
毫
に

よ
り
刻
ま
れ
て
い
る
。
北
垣
国
道
の
撰

文
は
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

九
月
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
碑

の
建
立
に
は
時
間
を
要
し
た
よ
う
で
、

明
治
二
十
八
年
に
平
野
神
社
の
社
地

（
平
野
桜
橋
東
畔
）
に
建
立
さ
れ
た
。

こ
の
碑
は
そ
の
後
、
新
道
路
敷
設
に
と

も
な
い
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

に
北
野
天
満
宮
に
譲
渡
さ
れ
、
現
在
に

至
る
。

　

西
陣
名
技
碑
が
建
立
さ
れ
る
経
過
を

伝
え
る
史
料
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人

西
陣
織
物
館
に
、『
第
五
世
伊
達
弥
助

名
技
碑
建
立
奉
加
帳
』
が
残
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館

架
蔵
写
真
帳
「
西
陣
織
物
館
所
蔵
伊

達
家
文
書
」と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
文
書
を
み
る
と
、
名
技
碑
建
立

の
発
起
者
は
、
主
に
西
陣
の
機
業
家
層

で
あ
っ
た
。
西
陣
青
年
会
を
は
じ
め
と

し
て
、
西
陣
機
業
家
の
鳥
居
喜
兵
衛
・

小
西
善
兵
衛
・
池
田
有
蔵
・
今
西
平
兵

秋
元
　
せ
き

京
都
市
歴
史
資
料
館

衛
・
佐
々
木
清
七
・
人
見
勘
助
・
富
田

半
兵
衛
・
宅
間
佐
助
・
川
島
甚
兵
衛
の

ほ
か
、
機
業
家
以
外
に
も
、
陶
工
の
伊

東
陶
山
、
七
宝
工
の
並
河
靖
之
ら
が
名

を
連
ね
た
。
ま
た
、
奉
加
帳
に
は
、
九

鬼
隆
一
（
帝
国
博
物
館
総
長
）・
花
房

義
質（
宮
内
次
官
・
明
治
美
術
会
会
頭
）・

北
垣
国
道
（
前
京
都
府
知
事
・
京
都
美

術
協
会
会
頭
）・
品
川
弥
二
郎
・
大
隈

重
信
ら
の
署
名
・
捺
印
が
あ
り
、
こ
う

し
た
人
々
の
賛
同
に
よ
り
建
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

五
世
伊
達
弥
助
の

生
誕
百
八
十
年
に
よ
せ
て

西
陣
名
技
碑

─ 7 ─
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（
一
八
七
三
）
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧

会
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
約
一

年
に
わ
た
っ
て
欧
州
に
滞
在
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ

ア
の
機
業
地
で
洋
式
の
織
技
を
学
び
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
製
ジ
ャ
カ
ー
ド
機
を
始

め
、
各
国
の
織
物
標
本
一
二
〇
〇
種
を

　

四
世
伊
達
弥
助（
周
斎
）と
そ
の
子

　
五
世
弥
助

　

伊
達
家
（
井
筒
屋
弥
助
）
は
、
代
々

堀
川
頭
に
居
住
し
た
西
陣
の
機
業
家

で
、
な
か
で
も
、
四
世
伊
達
弥
助

（
一
八
一
三
～
一
八
七
六
年
、号
・
周
斎
）

は
、「
西
陣
の
救
済
者
」
を
自
認
す
る

人
柄
で
あ
っ
た
。

　

幕
末
の
不
況
で
生
活
困
窮
者
が
急
増

し
た
際
、万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
、

西
陣
で
暴
徒
が
糸
問
屋
等
を
襲
撃
す
る

“
打
ち
壊
わ
し
”
が
起
こ
っ
た
。
こ
の

と
き
、
四
世
弥
助
は
西
陣
機
業
家
総
代

に
選
挙
さ
れ
、
町
奉
行
所
か
ら
下
賜
さ

れ
た
玄
米
一
千
石
と
、
有
志
者
か
ら
の

救
助
米
を
西
陣
の
困
窮
者
に
分
か
ち
与

え
る
な
ど
、西
陣
の
復
興
に
つ
と
め
た
。

　

西
陣
機
業
家
を
代
表
す
る
存
在
と

な
っ
た
四
世
弥
助
は
、
明
治
六
年

収
集
し
て
帰
国
し
た
。
渡
欧
時
に
弥
助

が
携
帯
し
て
い
た
手
帳
や
、
ウ
ィ
ー
ン

万
国
博
覧
会
に
梨
子
地
織
物
を
出
品
し

た
際
に
下
賜
さ
れ
た
メ
ダ
ル
な
ど
は
、

西
陣
織
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
四
世
弥
助
は
、
一
八
七
五
年

七
月
七
日
に
は
、
明
治
天
皇
の
行
幸
を
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迎
え
、
洋
式
織
機
の
運
転
を
天
覧
に
供

し
た
。

　　
帝
室
技
芸
員
と
し
て
の
伊
達
弥
助

　

五
世
伊
達
弥
助
（
徳
松
）
は
、
天
保

十
年
（
一
八
三
九
）
八
月
に
生
ま
れ
た
。

　

五
世
弥
助
の
経
歴
の
な
か
で
、
最
も

注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）
十
月
に
、
第
一
回
の
帝

室
技
芸
員
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
帝
室
技
芸
員
と
は
、
明
治
維
新
以

後
の
美
術
工
芸
家
の
窮
状
を
打
開
す
べ

く
、
帝
室
の
保
護
に
よ
り
直
接
に
美
術

工
芸
を
奨
励
し
よ
う
と
す
る
目
的
で
設

立
さ
れ
た
「
宮
内
省
工
芸
員
」
の
制
度

を
前
身
と
す
る
。

　

第
一
回
の
帝
室
技
芸
員
に
は
、
伊
達

弥
助
の
ほ
か
、
日
本
画
の
狩か
の
う野
永え
い
と
く悳
・

橋は
し
も
と本
雅が
ほ
う邦
・
田た
ざ
き崎
草そ
う
う
ん雲
・
森も
り

寛か
ん
さ
い斎
・

守も
り
ず
み
つ
ら
な

住
貫
魚
、
彫
刻
の
高た
か
む
ら
こ
う
う
ん

村
光
雲
、
石い
し
か
わ川

光こ
う
め
い明
、
金
工
の
加か
の
う
な
つ
お

納
夏
雄
、
漆
工
の

柴し
ば
た
ぜ
し
ん

田
是
真
の
十
名
が
選
ば
れ
た
。
帝
室

技
芸
員
は
、
一
九
四
四
年
ま
で
に
計

七
十
九
名
が
任
命
さ
れ
た
が
、
織
物
の

分
野
で
任
命
さ
れ
た
の
は
、
帝
室
技
芸

員
制
度
の
全
期
間
を
通
し
て
、
伊
達
弥

助
と
川
島
甚
兵
衛
の
二
人
だ
け
で
あ

る
。
川
島
甚
兵
衛
も
、
伊
達
弥
助
に
製

織
を
学
ん
だ
経
歴
を
も
つ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
五
世
伊
達
弥
助
は
、

西
洋
の
近
代
的
な
製
法
を
学
び
、
西
陣

機
業
の
革
新
に
貢
献
し
て
注
目
を
集
め

た
。
し
か
し
、
五
世
弥
助
の
業
績
と
し

て
、
よ
り
注
目
す
べ
き
点
は
、
美
術
織

物
の
重
要
性
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
あ

る
。
伝
統
的
な
空
引
機
（
花
楼
）
が
美

術
品
の
製
作
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
よ
り
上
質
な
織
物
を
産
み
出
す

た
め
に
は
、
織
物
の
「
美
術
品
」
と
し

て
の
価
値
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
説
い
た
。

　

こ
の
た
め
、
弥
助
は
自
身
の
工
房
に

お
い
て
は
、
ジ
ャ
カ
ー
ド
機
を
主
軸
に

採
用
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
西
陣

織
の
伝
統
的
な
空
引
機
（
花
楼
）
の
技

法
を
重
要
視
し
、
非
効
率
で
あ
っ
て
も

こ
れ
を
廃
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
五
世
弥
助
は
、
明
治
十
八
年

（
一
八
八
五
）
六
月
の
大
水
害
で
、
西

陣
機
業
が
打
撃
を
受
け
、
失
業
者
が
街

に
あ
ふ
れ
た
時
、「
救
助
機
」
を
設
け
、

困
窮
す
る
職
人
ら
に
仕
事
を
与
え
た
と

い
う
。
伊
達
弥
助
は
四
世
・
五
世
と
も
、

地
域
社
会
に
お
け
る
救
済
事
業
の
担
い

手
で
あ
り
、
名
望
家
で
あ
っ
た
。

　

五
世
弥
助
は
、
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）
に
五
十
三
歳
で
死
去
し

た
。
四
世
・
五
世
の
伊
達
弥
助
が
生
き

た
時
代
は
、
西
陣
機
業
が
輸
出
織
物
の

増
加
を
背
景
に
順
調
な
発
展
を
み
せ
た

時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
を

担
っ
た
西
陣
の
先
駆
者
に
対
す
る
人
々

の
想
い
が
、「
西
陣
名
技
碑
」
に
結
集

さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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。



蹴
鞠
の
守
護
神
　
精
大
明
神

新

上
京
の

昔
ば
な
し

白
峯
神
宮
の
摂
社
に
鎮
座

　

平
安
時
代
か
ら
宮
廷
競
技
と
し
て
朝

廷
や
公
家
に
親
し
ま
れ
、
今
日
に
伝
わ

る
蹴け
ま
り鞠
。鹿
革
製
の
７
～
８
寸
の
鞠
を
、

革
の
沓く
つ

を
履
い
た
鞠
足
と
呼
ば
れ
る
４

人
か
ら
８
人
の
蹴
手
が
右
足
の
甲
で
一

定
の
高
さ
に
蹴
り
上
げ
、
地
に
落
と
さ

な
い
よ
う
受
け
渡
す
優
美
な
競
技
で
、

蹴
り
上
げ
る
高
さ
の
基
準
と
な
る
式
木

を
四
方
に
植
え
た
鞠ま
り
つ
ぼ壺
ま
た
は
懸か
か
り

と
呼

ぶ
庭
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
式
木
は
北
東

が
桜
、
南
東
が
柳
、
南
西
が
楓か
え
で

、
北
西

が
松
と
さ
れ
る
。
基
本
的
に
勝
敗
が
な

く
、
相
手
に
受
け
や
す
い
パ
ス
を
送
る

こ
と
が
最
も
大
切
で
、
相
手
が
蹴
り
損

な
う
と
渡
し
方
が
悪
い
こ
と
に
な
る
、

精
確
な
ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
求
め

ら
れ
る
ゲ
ー
ム
だ
。

　

白
峯
神
宮
（
上
京
区
今
出
川
通
堀

川
東
入
飛
鳥
井
町
）
の
摂
社
の
一
つ

地じ
し
ゅ
し
ゃ

主
社
の
精せ
い
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

大
明
神
は
蹴
鞠
の
守
護

神
、
例
祭
日
の
７
月
７
日
に
今
年
も
境

内
で
蹴
鞠
神
事
が
奉
納
さ
れ
た
。
同

宮
は
１
８
６
８
（
明
治
元
）
年
９
月
、

明
治
天
皇
の
勅
命
で
、
堂
上
公
家
の

飛あ
す
か
い

鳥
井
家
屋
敷
跡
に
社
殿
を
造
営
し

て
、
讃
岐
国
坂
出
の
白
峯
陵
か
ら
崇
徳

天
皇
の
神
霊
を
迎
え
、
白
峯
宮
と
称
し

た
の
が
始
ま
り
。
73
（
明
治
６
）
年
に

淡
路
島
か
ら
淳
仁
天
皇
の
神
霊
を
合
祀

し
て
官
幣
中
社
と
な
り
、１
９
４
０（
昭

和
15
）
年
に
官
幣
大
社
に
昇
格
し
た
。

飛
鳥
井
家
が
代
々
お
祀
り

　

崇
徳
天
皇
は
平
将
門
・
菅
原
道
真
と

並
ぶ
「
日
本
三
大
怨
霊
」
に
挙
げ
ら

れ
、
淳
仁
天
皇
は
「
廃
帝
」「
淡
路
廃

帝
」
と
呼
ば
れ
て
歴
代
天
皇
に
数
え

ら
れ
ず
、
明
治
に
入
っ
て
謚
お
く
り
な

さ
れ
た
。

配
流
地
で
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
二
人
の

天
皇
の
悲
運
の
生
涯
か
ら
、「
祟
り
神
」

と
し
て
恐
れ
ら
れ
る
御
霊
が
異
郷
の
地

に
あ
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
と
呼
び
戻

し
、「
都
の
守
護
神
」
と
し
て
お
祀
り

し
た
の
が
起
源
。

　

飛
鳥
井
家
は
和
歌
・
蹴
鞠
の
宗
家
で

明
治
維
新
に
伴
い
東
京
に
移
っ
た
が
、
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同
家
の
祖
飛
鳥
井
雅
経
（
１
１
７
０
～

１
２
２
１
）（
※
１
）
が
奉
祀
、
代
々

受
け
継
い
で
き
た
精
大
明
神
は
境
内
に

摂
社
と
し
て
残
っ
た
。

　

98
年
6
月
に
第
16
回F

IF
A

ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
が
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
、
日

本
チ
ー
ム
が
初
出
場
し
た
際
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
な
ど
で
「
精
大
明
神
は
蹴
鞠
＝

サ
ッ
カ
ー
の
守
護
神
」
な
ど
と
喧
伝
さ

れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
広
く
世
に
知

ら
れ
、
参
拝
者
が
増
え
だ
し
た
。
２
０

０
１
年
に
蹴
鞠
の
碑
が
建
立
さ
れ
、
現

在
で
は
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
球
技
全

般
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
全
般
の
守
護
神
と

称
さ
れ
、
社
殿
の
前
に
は
ア
ス
リ
ー
ト
た

ち
が
奉
納
し
た
勝
利
祈
願
の
サ
イ
ン
入

り
ボ
ー
ル
が
い
く
つ
も
並
ぶ
。
修
学
旅

行
の
中
高
校
生
が
タ
ク
シ
ー
で
乗
り
付

け
、
地
図
を
片
手
に
近
辺
を
歩
く
人
々

の
姿
は
日
常
の
光
景
に
な
っ
て
い
る
。
ス

ポ
ー
ツ
に
ち
な
ん
だ
お
守
り
が
有
名
で
、

叶か
な
う
わ

う
輪
と
い
う
縁
起
物
も
あ
る
。

蹴
鞠
に
情
熱
注
い
だ
成
通

　

蹴
鞠
を
語
る
と
き
第
一
に
忘
れ
ら
れ

な
い
の
が
白
河
上
皇
に
侍
従
と
し
て
仕

え
た
藤ふ
じ
わ
ら
の
な
り
み
ち

原
成
通
（
１
０
９
７
～
１
１
６

２
頃
）
で
あ
る
。
蹴
鞠
は
鎌
倉
時
代
、

後
鳥
羽
院
の
頃
に
体
系
化
さ
れ
、
難な
ん
ば波

流
と
飛
鳥
井
流
の
２
流
派
に
分
れ
た

が
、
い
ず
れ
の
家
元
か
ら
も
後
世
ま
で

「
蹴
聖
」
と
呼
ば
れ
て
、
長
く
蹴
鞠
の

手
本
と
さ
れ
た
。
や
が
て
難
波
流
は
衰

退
、
飛
鳥
井
流
が
室
町
以
後
江
戸
時
代

を
通
じ
て
主
流
と
な
っ
て
、

将
軍
家
御
師
範
家
と
し
て

栄
え
た
。

　

成
通
は
立
ち
振
る
舞
い

が
優
美
で
明
朗
闊
達
、
誰

か
ら
も
好
か
れ
、
笛
の
名

手
で
今
様
も
み
ご
と
に
歌

う
と
い
う
、
白
河
上
皇
の

取
り
巻
き
の
中
で
も
ず
ば
抜
け
た
才
能

の
持
ち
主
だ
っ
た
。
歴
史
書
『
今
鏡
』

に
は
、
身
軽
で
敏び
ん
し
ょ
う捷
な
動
き
を
す
る
、

馬
を
上
手
に
乗
り
こ
な
す
人
物
だ
と
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
特
に
蹴
鞠

に
情
熱
を
注
い
だ
と
い
う
。
そ
ん
な
成

通
の
逸
話
が
『
成な
り
み
ち
き
よ
う
く
で
ん
に
っ
き

通
卿
口
伝
日
記
』（
塙

保
己
一
編
『
群ぐ
ん
し
ょ
る
い
じ
ゅ
う

書
類
従
』
第
19
輯
・
巻

３
５
４
）
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
い

く
つ
か
を
記
し
て
お
こ
う
。

鞠
雲
の
中
へ
や
入
に
け
ん

▽
宮
中
に
あ
る
侍
臣
の
詰
所
で
、
台
盤

や
人
の
上
に
乗
っ
て
鞠
を
蹴
り
上
げ
て

み
せ
た
。
台
盤
の
上
で
鞠
を
蹴
る
音
は

し
て
も
台
盤
に
「
沓
の
あ
た
る
音
を

人
々
に
き
か
せ
ず
」、
ま
た
肩
や
頭
に

乗
ら
れ
た
者
も
せ
い
ぜ
い
「
鷹
を
手
に

す
へ
た
る
」
ほ
ど
の
肩
の
重
み
、「
平

笠
を
き
た
る
心
地
」
が
す
る
く
ら
い
の

頭
の
重
み
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
は
、そ
れ
を
見
た
侍
の
一
人
が「
涙

を
落
し
て
ほ
め
感
じ
た
り
」
と
い
う
ほ

ど
の
美
技
で
あ
っ
た
ら
し
い
。（
27
条
）

▽
父
宗
通
に
従
っ
て
清
水
寺
に
参
籠
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し
た
際
、
舞
台
の
高
欄
の
上
を
、
鞠
を

蹴
り
つ
つ
何
度
か
往
復
し
て
み
せ
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
父
は
激
怒
し
て
息
子

を
す
ぐ
に
寺
か
ら
追
い
出
し
、
家
に

も
ひ
と
月
ほ
ど
寄
り
つ
か
せ
な
か
っ

た
と
い
う
。（
28
条
）

▽
雲
入
と
いっ
て
鞠
を
ひ
た
す
ら
高
く
蹴

り
上
げ
そ
の
高
さ
を
比
べ
あ
う
余
興
を

行
な
う
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
と
き
成
通

の
蹴
っ
た
鞠
は
空
高
く
上
が
り
、
文
字

ど
お
り
雲
の
中
に
入
っ
て
し
ま
い
、
つ
い

に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

空
に
て
早
風
や
あ
り
け
ん
、
見
え

ぬ
程
に
巻
揚
げ
ら
れ
て
、
其
鞠
雲
の

中
へ
や
入
に
け
ん
、
見
え
ず
し
て
や

み
に
き
。（
29
条
）

▽
坊
門
殿
で
牛
車
を
４
本
の
式
木

の
う
ち
の
１
本
に
見
立
て
て
蹴
鞠

を
行
っ
た
。
牛
車
の
向
こ
う
側
に

鞠
が
そ
れ
て
も
、
車
の
下
を
す
ば

や
く
走
り
く
ぐ
っ
て
、
鞠
を
落
と

す
こ
と
な
く
庭
の
中
央
に
戻
し
て 

み
せ
た
。
人
び
と
は
「
早
業
不
思

議
也
」
と
騒
ぎ
た
て
た
が
、
父
宗

通
は
そ
れ
を
見
て
「
是
ほ
ど
の
事

に
な
り
ぬ
れ
ば
、
と
も
か
く
も
い
ふ

べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
あ
き
れ
顔
だ
っ

た
と
い
う
。（
31
条
）

　
『
口
伝
日
記
』
に
よ
る
と
、
成

通
の
鞠
に
対
す
る
努
力
は
常
人

の
域
を
遥
か
に
超
え
て
い
た
。

蹴
鞠
場
に
立
っ
て
練
習
す
る
こ

と
７
０
０
０
日
、
う
ち
２
０
０

０
日
は
１
日
も
欠
け
る
こ
と
な
く
鞠
を

蹴
り
続
け
、
土
砂
降
り
の
雨
で
も
仲
間

と
大
極
殿
で
練
習
を
欠
か
さ
ず
、
病
気

の
時
は
横
に
臥
せ
り
な
が
ら
布
団
の
端

を
ま
く
り
あ
げ
鞠
を
足
に
当
て
て
感
触

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
ま
た
暗
い

夜
に
は
蠟ろ
う
そ
く燭
の
明
か
り
だ
け
で
練
習
を

す
る
の
で
、
家
人
は
随
分
と
私
の
こ
と

を
嫌
が
っ
た
と
語
り
、「
か
や
う
に
好

む
人
は
、む
か
し
も
今
も
誰
か
あ
り
し
」

と
自
慢
し
て
い
る
。

　

ま
た
鎌
倉
時
代
の
説
話
集
『
古
今
著

聞
集
』（
巻
11　

蹴
鞠
４
１
０
）
に
は

成
通
の
逸
話
を
ま
と
め
て
収
録
し
て
お

り
、「
屋
根
の
上
に
寝
そ
べ
っ
て
転
が

り
落
ち
た
が
、
猫
の
よ
う
な
敏
捷
さ
を

見
せ
て
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
軒
端

へ
座
っ
て
み
せ
た
」
話
や
、
同
世
代
の

花
園
の
左
大
臣
こ
と
源
有
仁 

（
１
１
０

３
～
４
７
）
が
「
其
の
躰
、
上
よ
り
物

を
下
げ
て
、
土
よ
り
五
寸
ば
か
り
上
が

り
て
、
浮
き
て
見
ゆ
。
お
ほ
よ
そ
万
人

み
な
消
え
て
見
ゆ
」
と
驚
い
た
記
述
が

見
ら
れ
る
。

三
人
の「
鞠
の
精
」と
対
面

　

成
通
は
蹴
鞠
上
達
の
た
め
に
１
０
０

０
日
間
休
む
こ
と
な
く
練
習
を
行
う
誓

い
を
立
て
た
。『
口
伝
日
記
』
を
基
に
、

中
沢
新
一
氏
の
著
書
『
精
霊
の
王
』（
２

０
０
３
年
11
月
、
講
談
社
刊 

）
に
は
、

「
千
日
行
」
満
願
の
鞠
蹴
り
式
を
盛
大

に
催
し
た
日
の
夜
、
成
通
の
前
に
現
れ

た
「
御
鞠
の
精
」
と
の
や
り
と
り
が
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

文ふ
づ
く
え机
に
向
か
っ
て
日
記
を
つ
け
る
た

め
墨
を
摺
っ
て
い
た
時
の
こ
と
。
祭
壇

か
ら
鞠
が
転
び
落
ち
て
、
成
通
の
前
で

ふ
っ
と
止
ま
っ
た
。
目
を
向
け
る
と
、

顔
は
人
で
、
手
足
と
体
は
サ
ル
の
よ
う

な
姿
を
し
た
３
、
４
歳
ば
か
り
の
童
子

が
３
人
立
っ
て
い
た
。「
お
前
た
ち
は

何
者
だ
」と
問
う
と
、童
子
た
ち
は
、「
私

た
ち
は
御
鞠
の
精
で
す
」
と
応
え
た
。

　

成
通
が
３
人
の
名
前
を
問
う
と
、「
ご

覧
下
さ
い
」
と
額
に
か
か
っ
た
髪
を
か

き
上
げ
て
み
せ
た
。
す
る
と
一
人
に
は

春し
ゆ
ん
よ
う
か

楊
花
、
も
う
一
人
に
は
夏げ
あ
ん
り
ん

安
林
、
あ

と
の
一
人
に
は
秋し
ゆ
う
え
ん園
の
文
字
が
金
色
で
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描
か
れ
て
い
た
。 

　
「
鞠
は
人
が
蹴
鞠
を
す
る
と
き
に
は

生
き
て
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る

が
、
そ
れ
を
や
め
て
し
ま
え
ば
、
も
う

生
き
て
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

お
前
た
ち
は
そ
う
な
っ
た
と
き
に
は
、

ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
ね
」
と
成
通

が
問
え
ば
、
鞠
精
の
一
人
が
「
蹴
鞠
が

行
わ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
も
ち
ろ
ん

鞠
に
憑
い
て
い
ま
す
。
で
も
人
が
蹴
鞠

を
止
め
れ
ば
、
私
た
ち
は
柳
の
木
の
生

い
茂
る
、
気
持
ち
の
よ
い
林
中
の
木

に
戻
っ
て
住
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

人
々
が
蹴
鞠
を
愛
好
し
て
い
る
時
代
は

国
も
栄
え
、
よ
い
人
が
政
治
を
司
り
、

幸
福
が
も
た
ら
さ
れ
、
寿
命
も
長
く
、

ま
た
病
気
も
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
蹴
鞠
は
後
世
に
も
よ
い
影
響

を
与
え
る
と
申
さ
れ
ま
す
」。 

輪
廻
転
生
に
も
よ
い
影
響

　
「
蹴
鞠
が
現
世
に
よ
い
影
響
を
も
た

ら
す
と
は
、
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
ど
う
し
て
死
後
の
こ
と
に
ま
で

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

ね
」
と
成
通
。
別
の
鞠
の
精
が
「
も
っ

と
も
な
お
考
え
で
す
。
人
の
心
は
た
え

ず
思
い
乱
れ
、
浮
か
ぶ
思
い
の
ほ
と
ん

ど
が
罪
の
種
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
鞠
を
好
む
人
が
庭
に
立
つ
と
、

鞠
の
他
に
は
余
計
な
こ
と
を
思
わ
な
く

な
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
自
ず
と
心
の

罪
は
な
く
な
り
、
輪
廻
転
生
に
も
よ
い

影
響
を
も
た
ら
す
縁
が
生
ま
れ
る
の
で

す
。
蹴
鞠
を
す
れ
ば
功
徳
を
積
む
こ
と

に
な
り
、
ま
す
ま
す
お
励
み
な
さ
れ
ま

す
よ
う
。
蹴
鞠
を
さ
れ
る
と
き
は
私
た

ち
の
名
前
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
す
ぐ

に
参
上
し
て
ご
奉
仕
申
し
上
げ
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
ま
わ
り
に
式
木
の
な
い

場
所
で
の
庭
鞠
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。
木

か
ら
離
れ
る
と
、
私
た
ち
は
ご
奉
仕
で

き
ま
せ
ん
。
我
々
の
よ
う
な
者
が
い
る

と
心
に
留
め
て
下
さ
る
な
ら
ば
、
私

た
ち
は
あ
な
た
の
お
守
り
に
な
っ
て
、

も
っ
と
蹴
鞠
の
技
を
高
め
て
差
し
上
げ

ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
、
ス
ッ
と
い
な

く
な
っ
た
。

　

成
通
は
こ
の
夜
の
体
験
に
深
い
衝

撃
を
受
け
、
特
別
に
場
所
を
定
め
て

「
ま
り
の
明
神
」
の
社
を
建
て
て
、
お

祀
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
の
記

録
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。「
侍
従

大
納
言
成
通
と
き
こ
え
し
人
。
こ
の

道
の
奥
義
を
き
は
め
て
、
神
変
不
思

議
の
こ
と
な
ど
も
あ
り
き
…
。
ま
り

の
明
神
を
あ
が
め
申
さ
れ
て
、
紀
行

景
と
い
ふ
も
の
を
神
主
に
さ
だ
め
ら

れ
て
、
種
々
の
神
事
な
ど
行
は
れ
け

る
。
其
み
や
し
ろ
今
に
あ
り
と
か
や
」

（『
享き
よ
う
と
く
に
ね
ん
は
れ
の
お
ま
り
の
き

徳
二
年
晴
之
御
鞠
記
』）。

　

蹴
鞠
の
奥
義
を
極
め
た
成
通
を
守
っ

た
鞠
の
精
霊
こ
そ
、
地
主
神
社
の
精
大

明
神
な
の
だ
ろ
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
井　

和
雄
） 

（
※
１
）
飛
鳥
井
雅
経　

後
鳥
羽
上
皇
か
ら
「
蹴
鞠
長

者
」
の
称
号
を
賜
ら
れ
た
。
飛
鳥
井
流
蹴
鞠
の
祖
と
さ
れ

『
蹴

し
ゅ
う
き
く鞠
略
記
』
を
著
し
た
。
ま
た
『
新
古
今
和
歌
集
』
選

者
の
一
人
で
、「
小
倉
百
人
一
首
」
に
「
み
吉
野
の 

山
の
秋

風 

さ
夜
ふ
け
て 

ふ
る
さ
と
寒
く 
衣
う
つ
な
り 

」
が
あ
る
。
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白峯神宮の授与品



　
室
町
通
今
出
川
か
ら
百
五
十
〜
百
六
十
メ
ー
ト

ル
上
っ
た
西
側
に
、今
出
川
校
地
と
新
町
校
地
を
行

き
来
す
る
同
志
社
大
生
で
賑
わ
う
辻
子
と
人
通
り

も
疎
ら
な
辻
子
が
東
西
に
平
行
し
て
二
筋
あ
る
。

　「
洛
中
絵
図
」（
１
６
３
７
）に
は
北
側
を「
東
御

霊
ノ
ず
し
」、南
側
を「
鳥
や
ノ
ず
し
」、「
京
町
鑑
」

（
１
７
６
２
）に
は
、北
側
を「
蒔
絵
屋
町
」、南
側
を

「
鳥
や
ノ
づ
し
」と
紹
介
さ
れ
、明
治
二
年（
１
８
６

９
）に
合
併
し
て「
蒔
鳥
屋
町
」に
な
っ
た
と「
京
都

坊
目
誌
」（
１
９
１
５
）に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
蒔
絵
師
や
鳥
屋
の
住
ん
だ
ま
ち
と

思
わ
れ
る
。「
蒔
絵
」と「
撒
き
餌
」が
結
び
付
き
、こ

の
地
域
の
特
色
を
よ
く
表
し
、日
本
語
に
は
全
く
な

い「
蒔
鳥
屋
町
」と
い
う
不
思
議
な
町
名
が
誕
生
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
元
禄
期（
１
６
８
８
〜
１
７
０
４
）に
は「
鍋
屋
之

辻
子
」と
も
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
こ
の
辻
子
の
室
町
通
よ
り
東
の
辻
子
は「
聖
護
院

（
正
後
院
）之
辻
子
」と
呼
ば
れ
る
が
、こ
れ
は
現
在

左
京
区
に
あ
る
聖
護
院
が
延
宝
三
年（
１
６
７
５
）

に
焼
失
す
る
ま
で
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

都
草
　
山
本 

喜
康

ト
ピ
ッ
ク
ス

　上京区文化振興会及び上京区役所では、豊かな歴史に育まれた伝統文化を継承し、発展させることを目指し
て、昭和40年から毎年「上京薪能」を開催しており、今年で５５回目を迎えます。
　古典芸能に親しむ区民の皆様による発表と、上京区在住の観世・金剛・大蔵の各流派の能楽師による能と狂
言をお楽しみいただける豪華な舞台として、今では、上京の秋の風物詩として親しまれています。
　秋の夕暮れどき、かがり火に照らされた白峯神宮で幽玄の世界を御堪能ください。皆様の御来場をお待ちし
ております。

上
京
の
辻
子

上
京
の
辻
子

づ

　 

し

づ

　 

し

蒔
絵
町
の
辻
子
・
鳥
屋
の
辻
子

ま
き
え
ち
ょ
う

と
り
や

令和元年 ９月２０日（金）
第一部開演 午後4 時（午後3 時30分開場）
第二部開演 午後6 時
終演予定 午後8 時20分ごろ 

白峯神宮（上京区今出川通堀川東入北側）

※雨天の場合　河村能舞台
（上京区烏丸通上立売上ル柳図子町320-14）

上京区１４０周年記念　第５５回上京薪能

日 時

場 所

〇 番組
・第一部
各社中による仕舞、舞囃子、独調、箏演奏の発表

・第二部
麗調会・箏「飛鳥の夢」、観世流・仕舞「駒ノ段」、「柏崎」、
「天鼓」、金剛流・仕舞「玉之段」、観世流・舞囃子「安宅」、
大蔵流・狂言「仏師」，観世流・能「羽衣」

〇 入場料
前売券 2，000円
当日券 2，500円
※前売券は、8月20日（火）から上京区役所地域力推進室（1階1番窓口）と白峯神宮で販売します。
※雨天の場合、当日券の販売は行いません。

○ 主　催
上京区文化振興会、上京区役所

○ 問合せ先
京都いつでもコール ☎075-661-3755 FAX 075-661-5855
※おかけ間違いに御注意ください。

まいばやし

てんこ

ぶっし はごろも

たまのだん あたか

こまのだん かしわざきゆめ

こと

K A M I G Y O  E V E N T

─ 15 ─ ─ 14 ─



─ 15 ─

「
上
京
・
史
蹟
と
文
化
」
は
上
京
区
役
所
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
で
販
売
致
し
て
お
り
ま
す
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
４
１
─
５
０
４
０
）

表紙題字／吉川蕉仙氏　　表紙写真／浄福寺：夾竹桃　水野克比古氏

ま
た
、
上
京
区
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

学校法人 北野幼稚園
京都市上京区御前通一条下る　　（北野天満宮バス停下車南１0０m）

創
立
以
来
八
十
五
年
に

わ
た
っ
て
、

和
や
か
な
家
庭
的
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
つ
つ

就
学
前
教
育
の

本
流
を
め
ざ
し
て
、

保
育
を
続
け
て

参
り
ま
し
た
。

幼
児
た
ち
は

楽
し
い
遊
び
を
通
し
て
、

人
生
に
必
要
な
生
き
る

力
の
す
べ
て
を
手
に
し
ま
す
。

℡.463-0111㈹
http://www.kitano.ed.jp/

「上京－史跡と文化」VOL.53 広告 ４C (88×85)

レストラン

レストランブラン・ヴェール

☎ 075 (414) 9881

◆日替わりランチ（月～土） ¥1,000
◆ランチセット ・・・・・・ ¥1,200 ~

【Lunch】

【Dinner】
◆シェフおすすめコース ¥3,300
◆フレンチスタイルのコース ¥3,300
◆イタリアンテイストのコース ¥3,300
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洛和会丸太町病院

TEL 075（801）0351（代）
http://www.rakuwa.or.jp/maruta/

（平日 午後7時～午後11時まで）
耳鼻咽喉科救急対応24 時間  365 日

内科・外科救急対応
診療予約
専用 0120（489）244


